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　明智光秀の閲連年去から、忿秀と坂本との関連は深く、坂本城とともに允秀＝大海況も

あり比叡出廷暦寺との関連も伺え、また坂本には光秀の刀を所有する天田氏もいる。

　従来から、僕教の教えとして↑こに対する謀反への反発から、明治時代になっても九秀の

評価は悪い。しかし光秀は文武両辺を兼ね備えた人物で、戦死した兵士のために西教寺に

供養米を寄進するなど、トドの差別をしない人物で、比叡山焼き討ちにあたっては信長を

いさめたという記録が｜犬台座玉趾jにあり、正義感の強い、心の優しい人物であったと

される。

　また亀岡では［光秀公］と呼称され、坂本にも「明智光秀公顕彰会」があり、ここ下阪

奉でも何か延寿を称えるものを計画すべきではないか。

　坂本城の復几には、山城に比べて平城の復元は困難であり、また城の構造の判明が必要

である。ＮＨＫで坂本城の外観が放送され、これらを含めて天主の構造がどうであったかを

調べ、現匪代で無理であれば次獣代へ引き継ぐようにすべきである。

　また坂本城復元にあたっては、文化と経済とは両輪として進めるべきであることか訴え

るべきである。
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